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所
以
然
と
所
当
然

朱
子
学
に
お
け
る
理
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て

藤

原

静

β良

は
じ
め
に

　
『
中
庸
』
に
、
　
「
博
く
之
を
学
び
、
審
ら
か
に
之
を
問
い
、
慎
み
て
之
を
思
い
、
明
ら
か
に
之
を
弁
じ
、
篤
く
之
を
行
う
」
と
言
い
、

『
周
易
』
文
言
伝
に
「
君
子
は
学
以
て
之
を
集
め
、
問
以
て
之
を
弁
じ
、
寛
以
て
之
に
居
り
、
仁
以
て
之
を
行
う
」
と
言
う
よ
う
に
、
儒

教
に
お
い
て
、
知
（
認
識
）
と
行
（
実
践
）
と
の
併
進
が
要
求
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
議
論
を
侯
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

朱
子
学
も
こ
の
範
疇
か
ら
外
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
従
来
の
儒
教
が
日
常
の
実
践
を
主
眼
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
朱
子
学
で

は
、
日
常
の
実
践
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
の
関
心
が
宇
宙
論
、
存
在
論
へ
と
広
が
り
、
万
物
万
象
の
根
本
を
知
る
こ
と
に
力
が
注
が
れ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
も
ち

　
　
知
行
常
に
相
撃
う
。
目
、
足
無
け
れ
ば
行
か
ず
、
足
、
目
無
け
れ
ば
見
え
ざ
る
が
如
し
。
先
後
を
論
ず
れ
ば
知
を
先
と
為
し
、
軽
重

　
　
を
論
ず
れ
ば
行
を
重
し
と
為
す
。
　
（
朱
子
語
類
、
三
九
、
学
三
、
論
知
行
）

　
先
ず
知
ら
な
け
れ
ば
行
う
所
が
わ
か
ら
ず
、
真
知
に
至
れ
ば
必
ず
行
う
と
の
立
場
か
ら
、
知
は
行
よ
り
も
軽
い
が
、
し
か
し
行
よ
り
も

先
で
あ
る
と
し
、
学
の
方
法
に
お
い
て
も
、
先
ず
知
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
知
の
功
夫
と
し
て
朱
子
は
、
　
『
大
学
』

の
「
格
物
致
知
」
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
朱
子
は
、
知
の
功
夫
を
「
格
物
致
知
」
に
集
約
さ
せ
た
と
言
え
よ
う
。

　
　
大
学
の
始
め
の
教
は
、
必
ず
学
ぶ
者
を
し
て
凡
そ
天
下
の
物
に
即
き
て
、
其
の
已
に
知
る
の
理
に
因
っ
て
益
々
之
を
窮
め
て
、
以
て

　
　
其
の
極
に
至
る
を
求
め
し
む
。
力
を
意
う
る
の
久
し
く
し
て
、
一
旦
諮
然
と
し
て
貫
通
す
る
に
至
っ
て
は
、
則
ち
忌
物
の
表
裏
精
粗

一
1
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い
た

　
　
到
ら
ざ
る
無
く
し
て
、
吾
が
心
の
全
体
大
竃
明
ら
か
な
ら
ざ
る
無
し
。
此
れ
を
星
明
る
と
謂
い
、
此
れ
を
知
の
至
り
と
謂
う
な
り
。

　
　
（
大
学
章
句
、
格
物
補
伝
）

『
大
学
章
句
』
で
は
、
　
「
致
は
、
推
し
極
む
る
な
り
。
知
は
、
猶
お
識
の
ご
と
き
な
り
。
吾
の
知
識
を
推
し
極
め
、
其
の
知
る
所
尽
さ
ざ

る
無
か
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
な
り
。
格
は
、
至
る
な
り
。
物
は
、
猶
お
事
の
ご
と
き
な
り
。
事
物
の
理
に
窮
め
至
り
、
其
の
極
処
到
ら
ざ

る
無
か
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
な
り
」
と
し
て
、
格
物
致
知
が
天
理
の
窮
明
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
こ
れ
が
『
大
学
或
問
』
で
は
、

「
天
下
の
物
に
至
り
て
は
、
則
ち
必
ず
各
々
然
る
所
以
の
故
と
、
其
の
当
に
然
る
べ
き
の
則
と
有
り
。
所
謂
理
な
り
」
と
、
格
物
致
知
が

「
所
以
然
の
故
」
と
「
所
当
然
の
則
」
の
窮
明
で
あ
る
こ
と
が
、
明
確
に
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
所
以
然
の
故
」
と

　
　
　
　
　
（
1
）

「
所
当
然
の
則
」
と
を
問
題
と
し
、
そ
の
内
実
を
探
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
朱
子
の
理
の
性
格
、
朱
子
の
知
（
認
識
論
）
を
よ
り

深
く
知
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
論
稿
で
は
、
朱
子
が
提
出
し
た
「
所
以
然
の
故
」
と
「
所
当
然
の
則
」
に
つ
い
て

考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

一
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今
日
に
至
る
ま
で
、
朱
子
に
関
す
る
研
究
は
数
多
く
な
さ
れ
て
き
た
が
、
　
「
所
以
然
・
所
当
然
」
に
関
す
る
専
掌
は
少
な
く
、
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
、
　
「
格
物
致
知
」
の
説
明
の
際
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
で
あ
っ
た
。
以
下
、
専
論
、
部
分
的
論
述
を
含
め
、
代
表
的

な
先
行
研
究
を
挙
げ
、
問
題
を
整
理
し
て
み
る
。

　
楠
本
正
継
氏
は
、
所
以
然
の
故
を
「
太
極
」
と
捉
え
、
　
「
所
当
然
と
は
主
に
道
徳
の
規
範
を
意
味
し
、
所
以
然
と
は
そ
の
本
源
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
宇
宙
・
世
界
の
根
本
実
在
を
云
ふ
も
の
の
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
」
と
結
論
付
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
藤
置
碁
氏
は
、
所
当
然
の
則
を
「
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
理
・
事
の
理
・
道
」
、
所
以
然
の
故
を
「
太
極
・
天
命
・
性
・
道
連
」
と
さ
れ
る
。
両
氏
と
も
、
所
以
然
・
所
当
然
の
概
念
規
定
を
す

る
に
止
ま
り
、
聖
な
る
哲
学
的
解
釈
は
な
さ
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
に
、
所
以
然
の
故
を
「
太
極
・
天
命
」
、
所
当
然
の
則
を
「
事

物
の
理
・
道
」
と
捉
え
る
の
が
一
般
的
な
解
釈
で
あ
る
。

　
荒
木
見
悟
氏
は
、
所
以
然
を
そ
の
根
源
的
性
格
か
ら
「
太
極
」
と
捉
え
、
更
に
無
的
性
格
か
ら
「
無
極
」
と
も
さ
れ
る
。
そ
し
て
、



「
所
以
然
の
理
は
、
現
実
界
の
多
様
な
構
造
に
応
じ
て
、
常
に
已
む
べ
か
ら
ざ
る
相
状
を
あ
ら
わ
し
、
実
践
主
体
に
そ
の
実
践
を
迫
る
。

こ
れ
が
所
当
然
の
理
で
あ
る
。
所
当
然
の
理
は
、
現
実
限
定
の
も
と
に
生
じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
場
の
行
為
規
準
が
定
ま
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
所
以
然
に
見
ら
れ
な
い
一
定
の
安
定
性
を
も
つ
」
と
し
て
、
　
「
所
以
然
と
所
当
然
と
は
、
も
と
よ
り
別
体
の
も
の
で
は
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

前
者
に
着
目
す
る
時
、
理
は
不
定
の
面
を
も
つ
こ
と
に
な
る
し
、
後
者
に
着
目
す
る
時
、
理
は
安
定
の
面
を
強
く
す
る
こ
と
に
な
る
」
と

結
論
付
け
ら
れ
る
。
更
に
、
氏
は
所
以
然
と
所
当
然
の
関
係
に
触
れ
、
　
「
所
当
然
の
理
の
言
わ
ば
対
象
的
半
自
律
的
で
あ
る
に
対
し
、
所

以
然
の
理
は
構
成
的
純
自
律
的
で
あ
り
、
前
者
に
於
て
未
だ
留
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
有
的
性
格
は
、
後
者
に
於
て
は
全
く
払
拭
さ
れ
、

あ
ら
ゆ
る
事
物
・
体
験
を
構
成
し
つ
つ
対
象
的
に
は
全
く
把
握
し
能
わ
ぬ
絶
対
の
無
的
性
格
と
し
て
思
せ
ら
れ
」
、
　
「
已
む
可
か
ら
ざ
る

所
当
然
が
、
易
う
可
か
ら
ざ
る
所
以
然
に
ま
で
深
め
ら
れ
る
こ
と
に
依
り
、
事
へ
の
執
着
が
救
わ
れ
る
と
共
に
、
逆
に
所
以
然
が
所
当
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

と
し
て
自
己
を
顕
に
す
る
こ
と
に
依
り
、
理
の
空
転
が
避
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
見
解
は
、
所
以
然
・
所
当
然
の

理
の
二
面
性
が
説
か
れ
る
に
至
っ
た
事
情
を
的
確
に
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
友
枝
龍
太
郎
氏
は
、
所
当
然
の
則
を
「
存
在
者
の
理
法
」
、
所
以
然
の
故
を
「
存
在
者
の
理
法
の
根
拠
」
と
規
定
し
た
上
で
、
「
『
所
以

然
の
故
』
は
『
所
当
然
の
則
』
の
源
頭
根
拠
で
、
太
極
説
の
車
体
太
極
・
各
具
太
極
の
、
理
の
二
重
構
造
論
に
照
応
し
、
更
に
遡
っ
て
は
、

伊
川
の
理
一
分
轄
論
に
基
づ
く
。
極
体
太
極
・
所
以
然
の
故
は
、
理
の
絶
対
的
側
面
で
あ
り
、
煙
具
太
極
・
所
当
然
の
則
は
、
理
の
相
対

的
側
面
で
あ
る
。
太
極
説
に
お
け
る
理
の
二
重
構
造
論
は
、
格
物
致
知
説
に
お
け
る
認
識
対
象
た
る
理
の
所
以
然
・
所
当
然
の
二
重
構
造

と
な
り
、
ま
た
認
識
主
体
た
る
心
知
の
悟
覚
知
・
反
省
知
の
二
重
構
造
と
な
り
、
反
省
知
と
所
当
然
の
則
の
対
応
え
で
、
主
客
の
対
立
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

明
示
さ
れ
て
、
朱
子
の
認
識
論
の
出
発
点
と
な
る
の
で
あ
る
」
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。
氏
の
こ
う
し
た
見
解
は
、
他
者
に
見
ら
れ
な
い
特

徴
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
高
橋
進
氏
は
、
　
「
朱
子
の
理
は
一
方
で
は
徹
底
し
た
客
観
的
存
在
性
を
保
持
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
主
観
内
在
的
性
格
を
も
持
つ
と
い

う
二
面
的
性
格
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
」
と
し
て
、
所
以
然
の
故
・
所
当
然
の
則
を
「
前
者
は
理
が
存

在
原
理
で
あ
り
、
後
者
は
実
践
原
理
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
、
理
の
客
観
存
在
性
は
存
在
原
理
的
性
格
を
強
調
し
た
場
合
に
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

れ
る
こ
と
で
あ
り
、
主
観
内
在
性
は
実
践
原
理
的
性
格
を
志
向
し
て
い
る
」
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

　
陳
高
調
は
、
所
当
然
の
則
を
「
道
徳
準
則
・
礼
節
規
範
」
、
所
以
然
の
故
を
「
事
物
の
本
質
・
属
性
・
規
律
・
各
種
過
程
の
機
制
」
と

一
1
8一



規
定
し
た
上
で
、
　
「
朱
子
の
所
以
然
の
故
の
強
調
に
よ
っ
て
、
た
だ
人
に
事
物
の
本
質
と
規
律
と
を
了
解
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
す
る
だ
け

で
な
く
、
更
に
加
え
て
、
一
切
の
当
然
の
則
が
天
命
を
根
源
と
し
て
い
る
と
い
う
視
野
か
ら
、
主
体
的
な
道
徳
自
覚
に
ま
で
高
め
ね
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
識
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
前
の
荒
木
見
悟
氏
の
見
解
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　
以
上
、
従
来
の
研
究
成
果
を
見
て
き
た
が
、
所
以
然
・
所
当
然
そ
れ
ぞ
れ
の
指
摘
は
あ
る
も
の
の
、
両
者
の
関
係
や
朱
子
学
全
体
に
お

け
る
位
置
づ
け
、
所
以
然
・
所
当
然
の
理
の
二
面
性
が
説
か
れ
る
に
至
っ
た
原
由
に
関
す
る
考
察
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

臥
。
9
）
そ
こ
で
、
次
節
以
降
、
朱
子
の
語
を
中
心
と
し
て
所
以
然
・
所
当
然
を
捉
え
直
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

二

　
『
大
学
或
問
』
に
、

　
　
天
下
の
物
に
至
り
て
は
、
則
ち
必
ず
各
々
然
る
所
以
の
故
と
、
其
の
当
に
然
る
べ
き
の
則
と
有
り
。
所
謂
理
な
り
。

と
言
う
。
こ
こ
に
お
い
て
、
　
「
所
以
然
の
故
」
と
「
所
当
然
の
則
」
と
い
う
、
理
の
二
つ
の
側
面
が
提
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

窮
理
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
所
以
然
の
故
」
と
「
所
当
然
の
則
」
と
を
窮
め
る
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
所
以
然
の
故
・
所
当
然
の
則
と
は

如
何
な
る
も
の
な
の
か
。

　
　
厚
き
所
は
、
父
子
、
兄
弟
、
骨
肉
の
恩
、
理
の
当
に
然
る
べ
き
所
に
し
て
人
心
の
已
む
べ
か
ら
ざ
る
者
を
謂
う
な
り
。
　
（
朱
子
文
集
、

　
　
巻
四
四
、
答
江
徳
功
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
の
ご
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と

　
　
聖
人
に
心
は
、
毫
麓
の
差
無
く
、
謂
ら
く
事
当
に
急
画
く
倣
す
べ
き
時
の
如
き
は
、
便
ち
硬
く
園
地
く
倣
す
を
要
む
。
覧
た
其
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
し

　
　
醤
を
得
ざ
れ
ば
食
さ
ざ
る
が
如
き
は
、
這
の
一
物
合
に
醤
を
用
う
べ
け
れ
ど
も
其
の
醤
を
得
ざ
れ
ば
、
聖
人
寧
ろ
喫
せ
ざ
る
べ
し
。

　
　
蓋
し
皆
其
の
当
然
の
則
を
得
ん
こ
と
を
欲
す
る
が
故
な
り
。
　
（
朱
子
語
類
、
巻
三
八
、
論
語
二
十
、
郷
党
篇
、
第
八
節
）

　
こ
こ
に
見
ら
れ
る
所
当
然
の
則
は
、
父
子
、
兄
弟
、
骨
肉
の
恩
と
い
っ
た
、
人
心
と
し
て
や
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
履
み
行
う
べ
き
道
、

い
わ
ば
道
徳
規
範
と
、
喫
す
べ
き
時
に
喫
す
と
い
う
礼
節
規
範
と
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
た
だ
に
道
徳
や
礼
節
だ
け
で
は
な
い
。
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天
の
此
の
物
を
生
ず
る
や
、
必
ず
箇
の
当
然
の
則
有
り
。
故
に
民
、
之
を
執
り
て
以
て
常
道
と
為
す
。
此
れ
酪
徳
を
好
ま
ざ
る
こ
と

　
　
無
き
所
以
な
り
。
物
物
、
則
有
り
。
蓋
し
君
に
は
君
の
則
有
り
、
臣
に
は
臣
の
則
有
り
。
人
の
君
と
為
り
て
仁
に
止
ま
る
は
君
の
則

　
　
な
り
。
人
の
臣
と
為
り
て
敬
に
止
ま
る
は
臣
の
則
な
り
。
耳
の
如
き
は
耳
の
則
有
り
、
目
に
は
目
の
則
有
り
。
遠
き
を
視
る
こ
と
惟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
や
う
や

　
　
れ
明
な
る
は
目
の
則
な
り
。
徳
を
聴
く
こ
と
惟
れ
愚
な
る
は
耳
の
則
な
り
。
従
え
ば
叉
を
作
す
は
言
の
則
な
り
。
　
恭
し
け
れ
ば
粛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
わ

　
　
を
作
す
は
貌
の
則
な
り
。
四
肢
百
骸
、
万
事
万
物
、
各
々
当
然
の
則
有
ら
ざ
る
重
し
。
子
細
に
之
を
推
せ
ば
、
皆
見
る
べ
し
。

　
　
（
朱
子
語
類
、
巻
一
八
、
大
学
五
、
或
問
下
）

　
こ
の
よ
う
に
、
君
の
仁
、
臣
の
敬
、
子
の
孝
な
ど
の
人
倫
か
ら
、
口
、
鼻
、
耳
、
目
、
四
肢
の
働
き
な
ど
の
身
体
機
能
、
更
に
は
言
、

貌
な
ど
の
身
体
行
為
に
至
る
ま
で
、
実
際
上
は
天
地
の
間
に
盈
ち
る
一
切
の
事
物
、
身
心
性
情
の
徳
や
人
倫
日
用
の
常
を
包
括
す
る
す
べ

て
の
事
物
現
象
に
当
然
の
則
は
具
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
具
体
例
が
示
す
よ
う
に
、
当
然
の
則
は
事
物
と
切
り
離
さ
れ
た
観
念
的

な
も
の
で
は
な
く
、
必
ず
事
物
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
事
物
そ
の
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
事
物
と
人
間
と
の
関
係
の
場
に
お
い
て
生
起
す

る
、
個
々
の
あ
る
べ
き
あ
り
方
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
人
間
が
事
物
に
応
接
し
た
そ
の
場
に
は
、
既
に
あ
る
べ
き
姿
が
一
定

の
理
法
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
見
て
、
理
の
形
骸
化
の
危
険
性
が
現
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と

も
で
き
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
で
は
、
所
以
然
の
故
は
ど
う
か
。

　
　
親
に
事
う
る
に
当
に
孝
な
る
べ
く
、
兄
に
事
う
る
に
当
に
弟
な
る
べ
き
の
類
の
如
き
は
、
便
ち
灯
れ
当
然
の
則
な
り
。
然
し
て
親
に

　
　
事
う
る
に
如
何
ぞ
却
っ
て
須
ら
く
孝
を
要
す
べ
く
、
兄
に
従
う
に
如
何
ぞ
却
っ
て
須
ら
く
弟
を
要
す
べ
き
か
、
此
れ
即
ち
所
以
然
の

　
　
故
な
り
。
　
（
同
上
）

　
親
に
事
え
る
に
は
孝
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
兄
に
事
え
る
に
は
弟
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
類
は
「
所
当
然
の
則
」
で
あ
る

が
、
親
に
事
え
る
に
は
ど
う
し
て
孝
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
、
兄
に
事
え
る
に
は
ど
う
し
て
弟
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
と
い
う

類
は
「
所
以
然
の
故
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
所
以
然
の
故
が
所
当
然
の
則
の
根
拠
、
存
在
者
の
理
法
の
根
拠
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
　
「
所
以
然
の
故
と
、
そ
の
所
当
然
の
則
と
を
知
ら
な
い
こ
と
は
な
い
」
こ
と
を
質
問
さ
れ
た
の
に
対
し
、

「
所
以
然
の
故
は
、
即
ち
馨
れ
更
に
上
面
の
一
層
な
り
」
（
同
、
巻
一
七
、
大
学
四
、
或
問
上
）
と
答
え
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
た
だ
、

一
2
0一



所
以
然
の
故
を
根
拠
と
し
て
所
当
然
の
則
が
現
れ
る
と
い
う
流
れ
に
は
、
何
の
思
惟
も
介
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
所
以
然
の
故

が
現
実
の
様
々
な
事
物
事
象
に
載
っ
て
所
当
然
の
則
と
し
て
顕
現
す
る
こ
と
は
思
惟
を
差
し
挟
ん
で
為
し
得
る
こ
と
で
は
な
い
。
江
戸
期

の
儒
者
の
解
釈
が
示
唆
に
富
む
。
山
崎
闇
斎
の
高
弟
浅
見
綱
斎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
朱
子
ノ
、
此
理
、
道
理
理
屈
ノ
ニ
ツ
デ
ハ
無
レ
ド
モ
、
暫
ク
云
ヘ
バ
、
愛
ス
ル
ノ
理
屈
ト
云
様
二
見
ル
ト
悪
ヒ
、
唯
愛
ナ
リ
ノ
、
人

　
　
作
デ
ナ
イ
、
天
理
ヂ
ヤ
ト
云
コ
ト
デ
、
理
屈
ヅ
メ
ニ
セ
ヌ
ガ
ヨ
イ
、
ト
仰
ラ
レ
タ
。
是
が
天
理
ヂ
ヤ
ト
説
ト
云
旨
ゾ
。
カ
ウ
生
抜
テ
、

　
　
ホ
ヤ
ホ
ヤ
ト
シ
タ
、
ニ
ツ
ト
リ
ト
シ
タ
、
シ
ミ
ジ
ミ
ナ
リ
ノ
生
抜
ノ
仁
が
直
二
向
テ
、
親
イ
ト
シ
ヒ
ト
モ
ナ
リ
、
君
二
向
テ
、
君
大

　
　
切
ト
モ
ナ
ル
。
　
（
綱
斎
先
生
仁
義
礼
智
筆
記
）

　
　
事
親
孝
云
々
ハ
、
存
義
克
己
ハ
修
身
ノ
功
夫
、
コ
レ
ハ
親
二
事
へ
、
長
二
事
へ
日
用
行
事
ノ
身
二
実
ニ
フ
ム
コ
ト
ヲ
云
。
親
ヘ
ハ
イ

　
　
ト
ヲ
シ
ヒ
心
ガ
ヤ
マ
ズ
、
兄
ニ
ハ
ウ
ヤ
マ
ヒ
タ
ウ
テ
ナ
ラ
ヌ
、
ソ
レ
が
行
歩
心
ト
云
モ
ノ
。
行
ハ
ヲ
コ
ナ
フ
ナ
レ
ド
モ
、
イ
ト
ヲ
シ

　
　
ヒ
テ
ヤ
マ
レ
ズ
、
ウ
ヤ
マ
ハ
デ
ハ
ヤ
マ
レ
ヌ
味
カ
ラ
行
ゾ
。
　
（
仁
説
問
答
師
説
）

　
　
義
理
ガ
カ
フ
ジ
ャ
ニ
ヨ
ツ
テ
、
イ
カ
ナ
コ
ト
不
変
ト
云
ト
、
ソ
デ
ナ
イ
。
義
理
ヲ
ハ
ナ
レ
テ
外
二
仁
ハ
ナ
イ
ガ
、
義
理
ナ
リ
自
然
二

　
　
此
心
ノ
自
カ
ラ
ヤ
マ
レ
ナ
ル
ナ
リ
が
仁
ゾ
。
成
仁
ト
云
ハ
、
本
心
ナ
リ
ノ
成
就
シ
テ
、
ム
キ
ズ
ニ
ナ
シ
得
ル
ヲ
云
。
仁
キ
ズ
付
ヌ
ト

　
　
云
コ
ト
デ
ナ
イ
。
　
（
中
略
）
心
二
仁
ト
云
モ
ノ
ガ
ア
ル
ト
知
テ
、
ソ
レ
ニ
キ
ズ
ツ
ケ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
ス
ル
ト
云
コ
ト
デ
ハ
ナ
イ
。
　
（
同
上
）

　
綱
斎
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、
所
当
然
は
「
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
理
」
で
あ
り
、
所
以
然
は
「
ヤ
ム
ニ
ヤ
マ
レ
ヌ
理
」
と
な
ろ
う
。
そ
し
て

そ
れ
は
、
初
め
か
ら
我
が
心
に
存
在
す
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
に
背
く
ま
い
、
傷
つ
け
ま
い
と
心
を
働
か
せ
て
、
つ
ま
り
思
惟
を
差
し
挟

ん
で
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
　
「
所
以
然
の
故
」
が
、
存
在
者
の
理
法
が
産
生
す
る
所
以
、
形
成
さ
れ
る
原
由
と
し
て
「
所
当
然
の
則
」
の
根
拠
と
な
る
こ
と

は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
関
し
て
、
　
『
論
語
』
為
政
篇
の
「
子
曰
く
、
吾
十
有
五
に
し
て
学
に
志
す
。
三
十
に
し
て
立
つ
。
四

十
に
し
て
惑
わ
ず
。
五
十
に
し
て
天
命
を
知
る
。
六
十
に
し
て
耳
順
う
。
七
十
に
し
て
心
の
欲
す
る
所
に
従
え
ど
も
矩
を
瞼
え
ず
」
の
一

条
に
関
す
る
朱
子
の
記
述
に
は
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。

　
こ
の
条
は
、
孔
子
自
身
の
人
間
形
成
の
過
程
を
述
べ
て
お
り
、
年
齢
を
経
る
に
従
っ
て
進
歩
発
展
し
、
完
成
し
て
ゆ
く
様
を
表
し
て
い

る
。
そ
の
「
四
十
に
し
て
惑
わ
ず
」
の
註
に
、
　
「
事
物
の
当
に
然
る
べ
き
所
に
於
い
て
、
皆
疑
う
所
無
け
れ
ば
、
則
ち
之
を
知
る
こ
と
明
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に
し
て
、
守
る
を
事
と
す
る
こ
と
無
し
」
（
論
語
集
註
）
と
言
い
、
続
い
て
「
五
十
に
し
て
天
命
を
知
る
」
の
註
に
、
　
「
天
命
は
即
ち
天

道
の
流
行
に
し
て
物
に
賦
す
る
者
な
り
。
乃
ち
事
物
の
当
に
然
る
べ
き
所
以
の
故
な
り
。
此
を
知
れ
ば
則
ち
知
、
其
の
精
を
極
め
て
惑
わ

ざ
る
な
り
」
（
同
上
）
と
言
う
。
つ
ま
り
、
四
十
で
所
当
然
の
則
を
窮
め
る
こ
と
が
説
か
れ
、
そ
の
後
、
五
十
で
所
以
然
の
故
を
窮
め
る

こ
と
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
朱
子
は
こ
の
条
の
註
に
お
い
て
、
　
「
四
十
に
し
て
惑
わ
ず
」
か
ら
「
五
十
に
し
て
天
命
を
知
る
」
へ
の
流

れ
に
、
所
当
然
の
則
か
ら
所
以
然
の
故
へ
と
い
う
窮
理
過
程
を
当
て
は
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
　
『
孟
子
』
万
章
章
句
上
の
「
天

の
此
の
民
を
生
ず
る
や
、
先
知
を
し
て
後
知
を
覚
ら
し
め
、
先
覚
を
し
て
後
覚
を
覚
ら
し
む
る
な
り
」
の
朱
子
の
註
に
、
　
「
知
は
、
其
の

事
の
所
当
然
を
識
る
を
謂
う
。
覚
は
、
其
の
理
の
所
以
然
を
悟
る
を
謂
う
」
（
孟
子
集
註
）
と
あ
る
を
見
れ
ば
、
知
・
所
当
然
か
ら
覚
・

所
以
然
へ
と
の
認
識
の
深
ま
り
が
説
か
れ
、
こ
こ
で
も
所
当
然
か
ら
所
以
然
へ
と
い
う
認
識
過
程
が
示
さ
れ
て
い
る
点
に
は
注
目
す
べ
き

で
あ
る
。

　
ま
た
、
　
『
朱
子
語
類
』
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　
天
命
を
知
る
は
、
計
れ
這
の
道
理
の
然
る
所
以
を
知
る
な
り
。
父
子
の
親
の
如
き
は
、
須
ら
く
其
の
親
な
る
所
以
を
知
る
べ
く
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
只
だ
元
是
れ
一
箇
の
人
な
る
に
縁
る
の
み
。
凡
そ
事
事
物
物
上
、
須
ら
く
重
れ
官
の
本
原
一
線
の
来
る
処
、
便
ち
是
れ
天
命
な
る
を

　
　
見
る
べ
し
。
　
（
朱
子
語
類
、
巻
二
三
、
論
語
五
、
為
政
篇
上
）

　
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
道
理
の
然
る
所
以
、
つ
ま
り
所
以
然
の
故
が
天
命
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
集
註
で
も
述
べ

ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
所
当
然
の
則
で
、
事
物
事
象
に
即
し
て
窮
め
ら
れ
た
理
が
、
所
以
然
の
故
に
至
っ
て
は
万
物
の
根
源
と
し
て
の

「
天
」
に
目
が
向
け
ら
れ
、
そ
こ
に
お
い
て
窮
理
が
な
さ
れ
る
と
い
う
知
の
深
化
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
見
た
と
き
、
所
以
然
と
所
当
然
と
は
認
識
の
深
さ
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
言
わ
ば
、
窮
理
の
浅
深
を
表

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
所
以
然
の
故
は
、
即
ち
是
れ
更
に
上
面
の
一
層
な
り
。
　
（
同
、
巻
一
七
、
大
学
四
、
或
問
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の

　
　
天
下
万
物
の
当
然
の
則
は
、
便
ち
漏
れ
理
な
り
。
然
る
所
以
の
底
は
、
便
ち
是
れ
原
頭
の
処
な
り
。
　
（
同
、
巻
一
一
七
、
朱
子
一
四
、

　
　
訓
門
人
五
）

　
こ
の
よ
う
に
、
格
物
致
知
（
窮
理
）
の
際
に
、
ま
ず
所
当
然
の
則
を
了
解
し
な
け
れ
ば
、
所
以
然
の
故
に
至
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
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う
点
か
ら
、
所
以
然
は
所
当
然
よ
り
も
高
い
認
識
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
認
識
論
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
朱
子
の

理
に
は
二
面
性
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
朱
子
が
『
論
語
』
泰
伯
州
の
「
子
曰
く
、
民
は
之
に
由
ら
し
む
べ
し
。
之
を
知
ら
し
む
べ
か
ら

ず
」
に
註
し
て
、
　
「
民
は
之
を
し
て
是
の
理
の
当
然
に
由
ら
し
む
べ
し
。
離
れ
ど
も
之
を
し
て
其
の
然
る
所
以
を
知
ら
し
む
る
こ
と
能
わ

ざ
る
な
り
」
（
論
語
集
註
）
と
言
う
の
も
、
認
識
レ
ベ
ル
の
差
異
を
加
味
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
朱
子
が
更
に
次
の
よ
う
に
説
く
の
も
、

こ
の
辺
り
の
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
と

　
　
理
の
当
に
然
る
べ
き
所
の
者
は
、
所
謂
民
の
舞
を
乗
る
は
、
百
姓
の
日
に
用
う
る
所
の
者
な
り
。
聖
人
の
礼
楽
刑
政
を
為
る
は
、
皆

　
　
民
を
し
て
之
に
由
ら
し
む
る
所
以
な
り
。
其
の
然
る
所
以
は
、
則
ち
天
命
の
性
に
原
つ
か
ざ
る
こ
と
思
し
。
学
ぶ
者
と
錐
も
未
だ
易

　
　
く
聞
く
を
得
ざ
る
者
有
り
。
而
し
て
況
や
庶
民
に
於
い
て
お
や
。
　
（
論
語
或
問
）

三

　
以
上
、
朱
子
の
著
述
、
あ
る
い
は
語
録
を
中
心
と
し
て
資
料
を
挙
げ
、
所
以
然
・
所
当
然
の
概
略
を
辿
っ
た
。
こ
こ
で
更
に
朱
子
の
高

弟
で
あ
る
上
北
渓
（
名
は
淳
、
字
は
安
卿
、
一
一
五
七
1
＝
一
二
三
）
の
解
釈
を
取
り
上
げ
、
所
以
然
・
所
当
然
解
釈
を
掘
り
下
げ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

き
た
い
。
彼
の
解
釈
は
も
ち
ろ
ん
朱
子
の
説
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
朱
子
の
哲
学
へ
と
帰
納
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
共

通
点
、
相
違
点
を
踏
ま
え
た
上
で
な
ら
ば
、
朱
子
哲
学
理
解
の
一
助
と
な
る
に
違
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
陳
北
渓
の
説
は
、
大
筋
に
お
い
て
朱
子
の
説
に
違
う
も
の
で
は
な
い
。
所
以
然
は
人
倫
、
礼
節
か
ら
感
覚
器
官
の
あ
り
方
に
至
る
ま
で

の
広
範
囲
に
わ
た
る
綱
条
（
の
り
）
・
品
節
（
等
差
）
の
実
で
あ
り
、
所
以
然
は
所
当
然
の
根
源
処
と
し
て
あ
り
、
天
命
で
あ
る
が
、
人

為
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
説
か
れ
る
。

　
ま
た
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

　
　
大
抵
此
の
道
理
は
、
本
よ
り
元
妙
奇
特
無
く
、
只
だ
搾
れ
人
事
日
用
の
常
に
し
て
、
中
に
於
い
て
一
一
其
の
職
の
所
当
然
を
見
て
、

　
　
其
の
理
の
所
以
然
を
悟
る
。
　
（
北
渓
先
生
全
集
、
第
四
門
、
巻
二
二
、
団
団
若
時
）

　
所
当
然
が
事
・
知
（
識
）
に
、
所
以
然
が
理
（
覚
）
に
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
聖
遷
渓
に
お
い
て
は
、
所
当
然
が
「
理
の
層

一
2
3【



あ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

見
わ
れ
定
ま
る
の
形
状
」
、
所
以
然
が
「
理
の
来
歴
根
原
」
「
大
化
の
本
体
」
と
の
語
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
朱
子
に
よ
れ
ば
、
所
以
然

の
故
と
所
当
然
の
則
は
共
に
理
で
あ
る
が
、
所
当
然
の
則
は
、
現
実
界
の
多
様
な
構
造
に
応
じ
て
顕
現
し
、
常
に
や
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
様
相
を
呈
す
と
と
も
に
、
実
践
主
体
に
そ
の
実
践
を
迫
り
、
現
実
限
定
の
も
と
に
生
じ
る
と
い
う
点
で
事
に
関
わ
る
。
一
方
、
所
以
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

の
故
は
、
そ
の
根
源
的
立
場
か
ら
事
物
事
象
を
離
れ
、
気
と
の
関
わ
り
が
除
か
れ
た
次
元
で
説
か
れ
る
と
い
う
点
で
理
に
関
わ
る
と
す
る
。

陳
北
渓
は
、
朱
子
の
こ
の
立
場
を
よ
り
端
的
に
表
現
し
た
と
言
え
よ
う
。
い
か
に
も
、
所
以
然
と
い
う
根
源
の
理
は
、
現
実
界
の
多
様
な

事
物
事
象
に
対
応
し
、
そ
こ
を
現
実
界
へ
の
出
口
と
し
て
、
所
以
然
と
な
っ
て
顕
現
す
る
の
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
事
事
物
物
に
お
い

て
所
当
然
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
を
通
路
と
し
て
露
呈
す
る
所
以
然
を
覚
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
所
当
然
か

ら
所
以
然
へ
と
い
う
非
可
逆
性
を
持
っ
た
窮
理
過
程
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
極
北
渓
は
、
　
『
論
語
』
里
仁
篇
「
一
以
貫
之
」
の
朱
子
の
註
、
　
「
聖
人
の
心
は
渾
然
た
る
一
理
に
し
て
、
弾
く
応
じ
、
曲

に
当
た
り
、
用
各
々
同
じ
か
ら
ず
。
曽
子
其
の
用
う
る
処
に
於
い
て
、
蓋
し
已
に
事
に
随
い
精
察
し
て
、
之
を
力
め
行
う
」
（
論
語
集
註
）

を
受
け
、
　
「
凡
そ
日
用
の
千
条
愚
筆
、
各
々
其
の
理
の
所
以
然
を
精
察
し
て
、
其
の
事
の
所
当
然
を
実
践
す
」
（
北
渓
先
生
全
集
、
第
四

門
、
巻
三
、
貫
翠
玉
）
と
説
く
。
　
「
事
の
所
当
然
を
実
践
す
」
と
説
く
辺
り
な
ど
、
理
の
定
型
化
（
形
骸
化
）
の
萌
芽
と
も
見
え
る
が
、

そ
こ
で
止
ま
ら
ず
に
「
理
の
所
以
然
を
精
察
」
す
る
こ
と
を
併
せ
て
説
く
こ
と
で
、
定
理
か
ら
脱
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
朱
子
自
身
に
は
こ
の
よ
う
な
表
現
は
な
い
。
た
だ
、
表
現
が
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
朱
子
が
そ
の
よ
う
に
考
え
な
か
っ
た
と
は

言
え
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
陳
北
渓
の
時
代
で
既
に
、
　
「
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
理
」
と
し
て
の
所
当
然
の
則
が
強
調
さ
れ
、
理
の
形
骸
化
が
現

れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
次
に
、
陳
北
渓
独
自
の
解
釈
を
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま
ね

　
　
一
事
各
々
一
理
を
具
う
る
は
、
究
め
易
き
が
若
き
な
り
。
然
れ
ど
も
一
一
下
学
し
て
導
く
観
る
こ
と
を
欲
し
、
識
を
尽
く
さ
ぼ
、
則

　
　
ち
未
だ
易
し
と
為
さ
ざ
る
な
り
。
万
理
同
じ
く
一
書
に
出
ず
る
は
、
窮
め
難
き
が
若
き
な
り
。
然
れ
ど
も
、
上
達
の
境
界
に
到
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
と

　
　
則
ち
瞭
然
と
し
て
目
に
在
り
、
亦
た
未
だ
難
し
と
為
さ
ざ
る
な
り
。
学
に
在
る
者
は
工
を
用
い
、
須
ら
く
挽
む
べ
し
。
　
（
北
渓
先
生

　
　
全
集
、
第
三
門
、
巻
三
、
答
陳
伯
操
問
論
語
）

　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
洒
掃
応
対
を
諭
す
る
所
、
是
れ
其
の
然
る
と
、
必
ず
然
る
所
以
有
り
て
、
罵
る
こ
と
難
し
と
為
す
。
此
れ
亦
た
何
の
暁
る
こ
と
の
難

一
2
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き
こ
と
早
れ
有
ら
ん
。
蓋
し
、
是
其
の
然
る
者
は
、
洒
掃
応
対
の
事
な
り
。
所
以
然
は
、
洒
掃
応
対
の
理
な
り
。
事
は
人
事
な
り
。

　
　
理
は
天
理
な
り
。
理
は
事
の
中
に
外
な
ら
ず
し
て
、
而
も
事
の
表
に
卓
然
た
り
。
然
し
て
必
ず
其
の
事
に
従
事
し
て
、
節
筆
圧
悉
、

　
　
究
め
ざ
る
所
無
く
し
て
、
而
る
後
に
理
、
達
す
べ
き
な
り
。
　
『
大
学
或
問
』
中
の
所
謂
当
然
の
則
に
至
り
て
は
、
其
れ
事
の
理
な
り
。

　
　
所
以
然
の
故
は
、
即
ち
理
の
根
源
に
し
て
天
の
命
ず
る
所
の
者
を
以
て
之
を
言
う
な
り
。
格
物
窮
理
は
、
須
ら
く
且
た
当
然
の
則
な

　
　
る
処
に
就
い
て
発
墨
す
べ
し
。
所
謂
当
然
の
則
は
、
日
用
の
事
に
応
ず
る
に
在
り
。
　
（
中
略
）
然
る
後
、
上
に
就
い
て
更
に
一
歩
を

　
　
進
め
、
其
の
所
以
然
の
故
を
澱
む
れ
ば
、
則
ち
自
ず
か
ら
心
目
の
間
に
釈
然
と
し
て
則
る
こ
と
難
か
ら
ず
。
故
に
理
義
の
中
、
所
以

　
　
然
の
故
は
実
に
早
る
こ
と
難
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
所
当
然
の
則
ぱ
最
も
未
だ
究
む
る
こ
と
易
か
ら
ざ
る
な
り
。
　
（
同
、
第
四
門
、
巻
一

　
　
四
、
答
陳
伯
操
八
）

　
朱
子
に
お
い
て
「
所
以
然
の
故
」
は
、
　
「
所
当
然
の
則
」
に
比
べ
て
「
更
に
上
面
の
一
層
」
の
も
と
と
さ
れ
、
ま
た
『
論
語
』
為
政
篇

の
「
四
十
に
し
て
惑
わ
ず
」
に
所
当
然
を
、
　
「
五
十
に
し
て
天
命
を
知
る
」
に
所
以
然
を
当
て
て
註
し
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

所
以
然
（
上
層
、
根
源
、
超
日
常
）
i
所
当
然
（
下
層
、
事
象
、
日
常
）
と
い
う
階
層
が
付
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
陳

北
渓
の
論
は
、
そ
こ
に
更
に
窮
あ
る
こ
と
の
難
易
の
弁
を
付
け
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
所
当
然
は
窮
め
易
く
、
所
以
然

は
窮
め
難
い
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
実
は
逆
で
あ
り
、
所
当
然
が
最
も
窮
め
難
く
、
一
度
所
当
然
を
窮
め

て
し
ま
え
ば
、
寧
ろ
所
以
然
の
方
が
窮
あ
易
い
の
だ
、
と
。
こ
う
し
た
直
接
的
表
現
は
陳
北
渓
独
自
の
も
の
で
あ
る
が
、
根
底
に
あ
る
考

え
は
朱
子
の
考
え
を
受
げ
継
い
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
所
当
然
の
則
の
窮
め
難
さ
を
強
調
す
る
こ
と
は
、

高
次
に
あ
る
所
以
然
よ
り
も
、
現
実
界
の
様
々
な
事
物
事
象
に
応
じ
て
現
れ
る
所
当
然
の
則
を
重
視
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
こ
れ
は
朱

子
の
考
え
と
軌
を
一
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
陳
北
浦
の
所
当
然
重
視
の
立
場
は
、
　
（
所
当
然
に
し
て
已
む
容
か
ら
ざ
る
処
は
）
一
隻
も
人

の
緊
切
の
処
と
為
す
な
り
」
（
北
渓
先
生
全
集
、
第
三
門
、
巻
六
、
答
陳
伯
操
再
問
大
学
）
と
の
語
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。

　
朱
子
に
し
ろ
、
陳
北
渓
に
し
ろ
、
所
以
然
・
所
当
然
の
用
例
の
出
し
方
に
は
特
徴
が
あ
る
。

　
　
身
心
性
情
の
徳
、
人
倫
日
用
の
常
に
於
け
る
よ
り
、
以
て
天
地
鬼
神
の
変
、
鳥
獣
草
木
の
宜
し
き
に
至
る
ま
で
、
自
ず
か
ら
其
の
一

　
　
物
の
中
、
以
て
其
の
所
当
然
に
し
て
已
む
べ
か
ら
ざ
る
と
、
其
の
所
以
然
に
し
て
添
う
べ
か
ら
ざ
る
者
と
を
見
し
む
。
　
（
大
学
或
問
）

と
言
い
な
が
ら
も
、
そ
の
用
例
は
、
事
物
に
つ
い
て
よ
り
も
寧
ろ
人
間
の
行
為
の
在
り
方
、
人
倫
に
つ
い
て
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
れ

「
2
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は
、
前
に
引
用
し
た
朱
子
、
陳
北
通
の
各
条
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
用
例
の
偏
り
も
理
由
が
あ
っ
た
。
窮
理
に
は
順
序

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
『
大
学
或
問
』
に
程
伊
川
の
「
一
木
一
草
に
も
亦
た
皆
理
有
り
。
察
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
（
二
言
全
書
、
巻
一
九
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が

伊
川
先
生
語
四
）
と
の
語
を
引
く
よ
う
に
、
一
木
一
草
の
理
も
窮
理
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
外
に
御
い
、
多
を
誇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う

り
、
表
裏
真
妄
の
実
然
を
調
べ
な
い
よ
う
な
、
世
の
所
謂
博
物
沿
聞
と
は
異
な
り
、
格
物
致
知
は
己
が
身
に
反
っ
て
窮
理
・
修
学
を
主
と

　
　
　
　
　
　
　
い
た
ず

す
る
が
故
に
、
た
だ
徒
ら
に
手
を
施
す
べ
き
で
は
な
く
、
先
ず
近
い
も
の
、
重
い
も
の
か
ら
、
遠
い
も
の
、
軽
い
も
の
へ
と
及
ぼ
す
べ
き

　
　
（
1
5
）

で
あ
る
。
　
『
大
学
或
問
』
で
は
、
棒
引
の
条
に
見
え
る
よ
う
に
、
近
く
、
重
い
も
の
と
し
て
、
心
身
性
情
の
徳
か
ら
人
倫
日
用
の
常
に
至

る
ま
で
を
挙
げ
、
遠
く
、
軽
い
も
の
と
し
て
、
天
地
鬼
神
の
変
か
ら
鳥
獣
草
木
の
宜
し
き
に
至
る
ま
で
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
わ

け
で
、
所
以
然
・
所
当
然
の
用
例
も
、
近
く
、
重
い
も
の
で
あ
る
心
身
性
情
の
徳
や
人
倫
日
用
の
常
に
関
す
る
も
の
を
中
心
と
し
て
説
か

れ
る
の
で
あ
る
。

四

［
2
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そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
、
朱
子
が
理
の
二
面
性
を
説
く
に
至
っ
た
原
由
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
三
つ
の
方
向
が
考
え

ら
れ
る
。

　
一
つ
は
、
実
践
主
体
の
確
立
を
期
す
こ
と
に
あ
る
。
荒
木
見
悟
氏
は
所
当
然
を
「
対
照
的
半
自
律
的
」
、
所
以
然
を
「
構
成
的
純
自
律

的
」
と
し
て
説
明
さ
れ
る
が
、
　
「
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
理
」
と
い
う
、
事
物
事
象
に
引
か
れ
た
被
制
約
的
な
次
元
か
ら
、
気
の
制
約
を
離
れ
た

「
ヤ
ム
ニ
ヤ
マ
レ
ヌ
理
」
の
次
元
へ
と
深
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
箇
の
実
践
主
体
と
し
て
他
か
ら
使
役
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
主
体

性
が
確
立
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
陳
来
氏
が
「
朱
子
の
所
以
然
の
故
の
強
調
に
よ
っ
て
、
た
だ
人
に
事
物
の
本
質
と
規
律
と
を
了
解
さ
せ

る
こ
と
を
要
求
す
る
だ
け
で
な
く
、
更
に
加
え
て
、
一
切
の
当
然
の
則
が
天
命
を
根
源
と
し
て
い
る
と
い
う
視
野
か
ら
、
主
体
的
な
道
徳

自
覚
に
ま
で
高
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
識
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る
の
も
同
様
の
趣
旨
で
あ
る
。

　
い
ま
一
つ
は
、
仏
教
に
対
立
す
る
立
場
か
ら
の
要
請
で
あ
る
。
陳
北
渓
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
　
親
に
孝
、
長
に
弟
、
是
れ
性
命
の
流
行
、
発
見
の
大
寺
な
り
。
今
孝
弟
を
全
く
尽
く
す
こ
と
を
務
め
ず
し
て
、
実
に
性
命
に
到
る
と



　
　
為
し
、
只
だ
孝
弟
の
中
に
於
い
て
其
の
所
以
然
な
る
者
を
推
原
す
る
を
欲
し
、
性
命
無
し
と
為
す
の
み
な
ら
ば
、
乃
ち
仏
氏
の
一
超

　
　
直
入
の
説
に
堕
し
、
豊
に
聖
門
の
実
学
の
工
夫
の
謂
な
ら
ん
や
。
　
（
北
見
先
生
全
集
、
第
三
門
、
巻
七
、
答
陳
上
騰
間
近
思
差
）

　
現
実
相
を
無
視
し
て
そ
の
根
源
の
み
を
追
及
す
る
こ
と
は
、
仏
教
流
の
一
超
直
入
の
頓
悟
に
な
っ
て
し
ま
う
。
必
ず
現
実
相
を
糸
口
と

し
て
窮
め
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
に
見
た
所
当
然
の
則
の
重
視
の
立
場
で
あ
る
。
右
の
条
と
同
様
の
趣
旨
の
見

解
は
、
朱
子
に
既
に
見
え
て
い
る
。
朱
子
は
『
雑
学
弁
』
呂
氏
大
学
解
に
お
い
て
、
　
「
理
既
に
窮
ま
れ
ば
、
則
ち
知
自
ず
か
ら
至
り
、
尭

舜
と
同
じ
き
者
、
忽
然
と
し
て
自
ず
か
ら
見
れ
、
黙
し
て
之
を
古
る
」
「
草
木
器
用
の
理
、
吾
が
心
焉
を
存
す
。
忽
然
と
し
て
之
を
識
る
、

此
を
物
格
る
と
為
す
」
「
聞
見
の
未
だ
徹
せ
ざ
る
や
、
正
当
に
悟
を
以
て
則
と
為
す
べ
し
。
所
謂
致
知
格
物
は
、
正
に
此
の
事
な
り
」
（
朱

子
文
集
、
巻
七
二
、
雑
学
弁
、
呂
氏
大
学
解
）
と
言
い
、
一
事
一
物
の
理
の
究
明
を
説
か
ず
、
一
斑
直
入
、
一
聞
千
悟
の
悟
覚
を
以
て
格

物
致
知
を
解
さ
ん
と
す
る
呂
本
中
の
説
を
非
難
し
、
　
「
此
殆
ど
釈
氏
の
一
聞
千
悟
、
一
超
直
入
の
虚
勢
に
し
て
、
国
士
の
善
を
明
ら
か
に

し
て
、
身
を
誠
に
す
る
の
実
務
に
非
ざ
る
な
り
」
「
悟
を
以
て
則
と
為
す
は
、
乃
ち
釈
氏
の
法
に
し
て
、
吾
が
儒
の
有
す
る
無
き
所
な
る

も
、
呂
氏
顧
っ
て
以
て
致
知
格
物
の
事
と
為
す
。
此
れ
其
の
誤
り
て
前
説
を
為
し
て
其
の
非
を
知
ら
ざ
る
所
以
な
り
」
と
言
う
。
明
ら
か

に
、
仏
氏
の
頓
悟
的
立
場
を
排
撃
し
、
事
事
物
物
に
即
し
て
窮
め
る
所
当
然
の
則
を
重
視
せ
ん
と
の
意
図
が
窺
え
る
。
仏
教
に
対
立
す
る

立
場
か
ら
は
、
仏
氏
で
説
か
れ
な
い
面
、
つ
ま
り
事
事
物
物
に
即
し
て
理
を
窮
め
る
と
い
う
面
を
明
確
に
打
ち
出
し
、
有
効
性
を
示
す
必

要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
最
後
の
一
つ
は
、
朱
子
四
〇
歳
に
お
い
て
確
立
し
た
定
論
の
影
響
で
あ
る
。
朱
子
の
定
論
は
、
二
〇
代
の
静
（
李
延
平
の
影
響
）
、
三

〇
代
の
動
（
張
南
軒
の
影
響
）
の
立
場
を
経
た
後
、
ど
ち
ら
か
一
方
と
い
う
立
場
の
偏
重
に
気
づ
い
た
上
で
、
静
の
哲
学
と
動
の
哲
学
と

を
止
揚
し
て
確
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
朱
子
は
こ
の
思
考
を
も
と
に
、
所
以
然
・
所
当
然
を
説
い
た
の
で
は
な
い
か
。
事
物
事
象
を
離
れ

た
高
遠
な
理
を
求
め
る
だ
け
（
静
へ
の
偏
重
）
で
は
、
と
も
す
る
と
仏
氏
の
一
望
直
入
の
説
に
堕
し
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
事
事
物
物
に

即
し
て
理
を
窮
め
る
と
い
う
立
場
を
主
張
し
た
。
ま
た
一
方
で
は
、
現
実
場
面
に
お
い
て
の
み
理
を
窮
め
る
（
動
へ
の
偏
重
）
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
眼
前
の
諸
相
を
理
解
す
る
に
止
ま
り
、
対
象
化
・
固
定
化
さ
れ
る
と
同
時
に
、
千
変
万
化
た
る
現
実
相
に
追
わ
れ
、
落
ち
着

く
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
こ
で
、
更
に
上
面
な
る
本
原
処
を
立
て
る
こ
と
に
よ
り
、
　
一
事
一
物
へ
と
発
露
す
る
そ
の
大
本
へ
と
帰
一
さ
せ
る

立
場
を
主
張
し
た
。
こ
う
し
て
双
方
の
立
場
を
止
揚
さ
せ
、
所
以
然
・
所
当
然
と
い
う
理
の
二
面
性
が
提
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
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所
以
然
・
所
当
然
の
語
は
、
淳
煕
元
年
（
一
一
七
四
）
の
、
江
徳
耳
蝉
の
書
簡
の
中
に
初
見
す
る
が
、
こ
れ
は
定
論
確
立
後
に
書
か
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
大
学
或
問
』
の
成
立
も
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
所
以
然
・
所
当
然
の
理
の
二
面
性
の
成
立
が
思

考
方
法
上
、
定
論
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
成
立
年
次
の
上
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
『
中
庸
』
に
、
　
「
天
の
命
ず
る
之
を
性
と
謂
う
。
性
に
率
う
之
を
道
と
謂
う
。
道
を
修
め
る
之
を
教
と
謂
う
」
（
中
庸
章
句
、
第
一
章
）

と
言
う
よ
う
に
、
道
の
究
明
、
つ
ま
り
学
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
天
命
の
究
明
な
の
で
あ
っ
た
。
朱
子
は
、
所
以
然
・
所
当
然
に
よ
っ
て
、

日
常
の
現
実
相
を
入
り
口
と
し
て
天
命
の
性
の
自
覚
へ
至
る
と
い
う
認
識
過
程
を
説
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
，
朱
子
が
窮
理
の
対
象

と
す
る
理
に
は
、
根
源
性
－
具
体
性
、
渾
然
性
一
燦
然
性
と
い
う
二
面
性
が
認
め
ら
れ
る
。
あ
る
と
き
は
マ
ク
ロ
的
に
、
あ
る
と
き
は

ミ
ク
ロ
的
に
見
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
統
合
し
な
が
見
て
行
く
と
こ
ろ
が
朱
子
の
認
識
論
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
朱
子
が
周
濾
渓
の
『
太
極

図
説
』
の
「
無
極
而
太
極
」
を
「
無
極
に
し
て
太
極
」
と
読
ん
だ
と
こ
ろ
に
起
因
す
る
。

　
　
無
極
を
言
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
太
極
は
一
物
に
同
じ
く
し
て
万
化
の
根
本
為
る
に
足
ら
ず
。
太
極
を
言
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
無
極
は
空
寂

　
　
に
倫
ん
で
万
化
の
根
本
為
る
こ
と
能
わ
ず
。
　
（
朱
子
文
集
、
巻
三
六
、
答
陸
子
静
書
）

　
朱
子
に
と
っ
て
は
「
無
極
に
し
て
太
極
」
と
読
む
こ
と
に
こ
そ
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
無
極
と
し
て
の
渾
然
性
、
太
極

と
し
て
の
燦
然
性
を
一
理
の
二
面
性
と
し
な
が
ら
、
二
つ
を
一
体
の
も
の
と
し
て
格
物
致
知
論
を
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
朱
子
の
一

大
特
質
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
陳
北
渓
に
お
い
て
は
「
所
当
然
の
則
」
が
強
調
さ
れ
、
突
出
し
た
か
た
ち
と
な
っ
た
が
、
朱
子
に
お

い
て
は
「
所
以
然
の
故
」
と
「
所
当
然
の
則
」
と
が
渾
然
と
し
な
が
ら
も
均
衡
を
保
っ
て
、
理
の
二
面
性
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

こ
そ
、
朱
子
学
の
特
徴
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
最
後
に
、
今
後
の
課
題
と
い
う
形
で
研
究
の
視
点
を
挙
げ
、
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。
本
稿
は
、
朱
子
、
陳
北
渓
の
資
料
を
中
心
と
し

て
考
察
を
加
え
た
。
課
題
と
し
て
は
、
以
下
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
一
つ
は
、
朱
子
自
身
の
思
想
形
成
の
過
程
の
中
で
、
所
以
然
・

所
当
然
の
問
題
が
ど
こ
か
ら
生
じ
、
思
想
体
系
と
し
て
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
。
次
ぎ
に
、
宋
学
、
と
り
わ
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け
程
子
か
ら
の
流
れ
の
中
で
の
思
想
的
位
置
付
け
と
い
う
問
題
。
所
以
然
・
所
当
然
と
い
う
語
そ
の
も
の
は
別
に
し
て
、
考
え
自
体
は
従

来
か
ら
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
考
え
が
ど
の
辺
り
か
ら
出
て
き
た
の
か
を
探
る
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
際

に
は
、
丁
子
以
外
に
も
、
程
門
を
主
と
し
、
同
時
代
の
思
想
家
、
陸
象
山
と
の
対
立
、
朱
子
以
後
の
思
想
家
が
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に

扱
っ
て
き
た
の
か
を
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
最
後
は
、
中
国
思
想
史
と
い
う
大
き
な
流
れ
の
中

で
の
位
置
付
け
と
い
う
問
題
。
古
く
か
ら
流
れ
て
い
る
天
理
観
、
天
概
念
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。
以
上
を
綿

密
に
検
討
し
て
初
め
て
、
朱
子
の
理
の
性
格
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
〔
注
〕

（
1
）
　
「
所
以
功
能
故
」
・
「
所
当
然
之
則
」
の
「
故
」
と
「
則
」
の
読
み
に
は
様
々
な
意
見
が
あ
る
。
と
り
わ
け
「
故
」
に
つ
い
て
は
、
　
「
こ
」
「
こ
と
」

　
　
「
も
の
」
「
ゆ
え
」
等
、
こ
れ
と
い
っ
た
定
説
が
な
い
。
そ
こ
で
、
　
「
故
」
の
読
み
に
関
し
て
の
一
見
解
を
示
し
て
お
く
。
次
の
資
料
を
見
ら
れ
た
い
。

　
　
（
奥
付
け
に
何
ら
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
誰
の
講
説
、
筆
記
に
よ
る
も
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
若
林
強
襲
に
同
名
の
書
が
あ
る
（
無
窮
会
平

　
　
沼
文
庫
蔵
）
。
原
本
未
見
の
た
め
、
筆
者
が
底
本
と
し
た
も
の
（
九
州
大
学
蔵
）
と
同
一
の
も
の
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
筆
記
の
内
容
、

　
　
表
現
等
か
ら
、
崎
門
系
の
も
で
あ
る
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
。
）

　
　
　
扱
ソ
ノ
天
下
ノ
物
ノ
物
タ
ル
ナ
リ
ヲ
ナ
ラ
シ
テ
ミ
タ
処
が
必
各
云
≧
天
下
ノ
事
物
ト
才
芸
ラ
ハ
、
必
至
ト
事
ナ
レ
ハ
、
一
事
一
物
ナ
レ
ハ
、
一
物
其

　
　
　
物
ノ
サ
ウ
ナ
ツ
テ
ク
ル
処
ノ
所
以
然
ノ
ワ
ケ
ト
、
扱
ソ
ノ
物
ノ
サ
シ
ア
タ
リ
サ
ウ
煎
子
バ
カ
ナ
ハ
ヌ
則
ト
ガ
ア
ル
。
コ
ノ
故
ト
則
ト
、
ソ
ナ
ヘ
ヌ
モ

　
　
　
ノ
ト
云
テ
ハ
ー
ツ
モ
ナ
イ
。
故
ト
則
ト
ガ
形
事
物
ト
ナ
ツ
タ
モ
ノ
、
夫
妻
タ
レ
シ
モ
筆
ハ
カ
ク
モ
ノ
、
墨
ハ
ス
ル
モ
ノ
ト
云
ヒ
、
火
ハ
ア
ッ
イ
モ
ノ

　
　
　
ト
云
ヒ
、
水
ハ
ツ
メ
タ
イ
モ
ノ
ト
云
ヒ
、
国
議
ハ
孝
ヲ
ス
ル
モ
ノ
ト
云
ヒ
、
国
議
ハ
忠
ヲ
ス
ル
モ
ノ
ト
云
フ
、
ア
ノ
モ
ノ
く
ト
云
ガ
ス
グ
ニ
理
ヲ

　
　
　
指
テ
名
付
タ
言
ゾ
。
其
中
チ
、
其
物
ノ
ソ
フ
セ
デ
ナ
ラ
ヌ
ワ
ケ
カ
ラ
故
ト
云
、
ソ
ノ
物
ノ
ソ
フ
セ
デ
カ
ナ
ハ
ヌ
ノ
リ
が
則
ト
云
。
天
命
自
然
ニ
ハ
ヘ

　
　
　
ヌ
イ
テ
ヲ
ル
カ
ラ
云
ヘ
バ
故
、
人
事
自
然
ノ
持
前
カ
ラ
云
ヘ
バ
則
ゾ
。
其
故
ト
則
ト
ヲ
指
テ
即
チ
理
ト
云
タ
モ
ノ
故
、
所
謂
云
ミ
ゾ
。
　
（
『
大
学
或

　
　
　
問
師
説
』
乾
・
六
六
丁
）

　
　
と
あ
る
を
見
れ
ば
、
　
「
故
」
を
「
ゆ
え
」
あ
る
い
は
「
わ
け
」
と
、
原
因
・
理
由
の
意
味
を
持
た
せ
て
読
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
た
だ
、
朱
子
の

　
　
語
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
　
「
所
以
然
の
故
」
に
は
存
在
の
根
源
的
意
味
あ
い
も
含
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
体
論
的
に
読
め
ば
「
こ
と
（
『
こ

　
　
と
わ
り
』
の
『
こ
と
』
）
」
「
も
と
」
で
あ
り
、
認
識
論
的
に
読
め
ば
「
ゆ
え
」
「
わ
け
」
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
両
義
を
兼
ね
備
え
て
こ
そ
朱
子
の
本
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
に
そ
う
の
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
意
味
的
限
定
を
し
た
読
み
方
を
す
べ
き
で
は
な
い
。
敢
え
て
「
所
以
然
の
故
」
と
音
読
み
し
て
、
両
義
を
含
ま
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そ
く

　
　
せ
た
形
で
読
む
べ
き
だ
と
考
え
る
。
所
当
然
の
方
は
、
所
以
然
に
合
わ
せ
て
「
所
当
然
の
則
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
　
『
宋
明
時
代
儒
学
思
想
の
研
究
』
（
広
池
学
園
出
版
部
、
一
九
六
二
）
二
七
八
頁

（
3
）
　
『
朱
子
の
哲
学
』
（
聖
山
閣
、
一
九
二
六
）
九
七
～
一
〇
三
頁

（
4
）
　
『
貝
原
益
軒
・
室
鳩
巣
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
）
所
収
「
朱
子
学
の
哲
学
的
性
格
」
四
五
六
頁

（
5
）
　
『
仏
教
と
儒
教
』
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
三
）
二
七
七
、
二
七
八
頁

（
6
）
　
『
朱
子
の
思
想
形
成
』
（
春
秋
社
、
一
九
六
九
）
三
五
〇
、
三
五
一
頁

（
7
）
　
『
朱
憲
と
王
陽
明
－
物
と
心
と
理
の
比
較
思
想
論
1
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
七
）
＝
四
、
一
一
五
頁

（
8
）
　
『
朱
悪
哲
学
研
究
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
八
）
二
五
九
～
二
六
四
頁

　
　
　
朱
悪
書
所
以
輝
輝
故
的
強
調
就
不
僅
是
要
人
去
了
解
事
物
的
本
質
与
規
律
、
更
是
認
為
人
椚
応
当
従
認
識
一
切
当
然
詮
議
根
源
於
天
命
中
高
度
来
提

　
　
　
高
主
体
的
道
徳
自
覚
。

（
9
）
　
中
国
・
台
湾
の
著
名
な
朱
子
学
研
究
書
に
、
銭
穆
氏
の
『
朱
子
新
学
案
』
（
三
民
書
志
、
一
九
七
一
）
、
張
工
重
氏
の
『
朱
烹
思
想
研
究
』
（
中
国
社

　
　
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
一
）
が
あ
る
が
、
信
書
共
に
所
以
然
・
所
当
然
に
関
す
る
言
及
が
な
い
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
陳
北
台
は
『
字
義
詳
講
』
を
著
し
、
朱
子
学
の
術
語
の
整
理
を
行
っ
た
。
こ
の
書
は
朱
子
学
の
入
門
書
と
し
て
広
く
読
ま
れ
た
。
一
般
に
、
南
北
渓

　
　
は
朱
子
学
を
正
統
に
受
け
継
ぐ
者
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
楠
本
碩
水
（
一
八
三
ニ
ー
一
九
一
六
）
は
、

　
　
　
金
霜
山
大
学
纂
要
、
以
具
衆
理
由
全
体
、
以
応
万
事
糞
土
用
。
蓋
愛
書
安
陳
氏
叢
説
事
誤
也
。
　
（
碩
水
先
生
遺
書
、
巻
八
、
再
出
世
一
）

　
　
と
言
い
、
陳
北
渓
が
一
部
朱
子
の
説
を
誤
っ
て
解
釈
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
尚
、
陳
北
渓
に
関
す
る
論
文
と
し
て
は
、
荒
木
見
悟
氏
の
「
悪
質
渓
と
楊
陽
湖
」
（
哲
学
、
第
六
感
、
一
九
五
六
）
が
あ
る
。

（
1
1
）
　
流
積
十
年
之
久
、
至
四
十
而
後
不
惑
。
凡
於
事
事
物
物
之
所
当
然
、
大
如
君
当
止
仁
、
臣
書
止
敬
、
父
当
止
血
、
子
再
三
孝
之
類
、
小
如
坐
二
見
　
、

　
　
立
業
如
斉
、
割
当
思
明
、
聴
当
思
聡
之
類
、
皆
洞
識
字
綱
贈
品
節
之
実
而
一
儲
所
疑
。
至
此
則
諮
然
、
如
大
明
中
観
万
象
、
所
知
者
益
明
玉
無
所
事
乎

　
　
守
　
。
又
積
十
年
之
久
、
至
五
十
而
後
知
天
命
。
天
命
即
天
道
之
流
行
而
賦
於
物
者
。
蓋
半
漁
理
言
而
事
物
所
以
当
然
之
早
早
。
如
君
之
所
以
当
仁
、

　
　
臣
之
所
以
当
敬
、
父
之
所
以
当
否
、
子
之
所
以
当
孝
、
坐
之
所
以
当
如
　
、
立
之
所
以
上
善
斉
、
視
之
所
以
当
思
明
、
主
戦
所
以
当
思
案
土
類
、
皆
天
．

　
　
命
掌
圧
非
人
之
所
為
者
。
吾
皆
帯
芝
根
原
所
、
自
選
無
復
遁
情
。
至
此
則
所
知
者
又
極
其
精
而
不
惑
、
又
不
足
以
言
之
　
。
　
（
北
漢
先
生
全
集
、
第
一

　
　
門
、
巻
二
、
為
政
第
二
）

（
1
2
）
　
当
然
、
所
以
然
、
皆
言
書
。
当
然
是
営
団
、
今
世
看
探
合
当
如
此
。
是
理
之
見
定
形
状
也
。
所
以
然
是
就
上
面
委
曲
、
看
其
因
甚
如
此
、
是
理
之
来

　
　
歴
根
原
也
。
　
（
同
、
第
三
門
、
巻
六
、
答
陳
伯
操
問
大
学
）

［
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（
1
3
）
　
当
然
就
其
見
定
者
而
言
、
所
以
然
乃
大
化
本
体
、
従
来
如
此
。
　
（
同
上
）

（
1
4
）
　
面
掛
知
得
君
之
仁
、
臣
之
敬
、
子
計
器
、
父
之
慈
、
是
菅
貫
事
也
。
又
知
得
君
之
所
以
仁
、
臣
之
所
以
敬
、
父
之
所
以
慈
、
子
之
所
以
孝
、
是
覚
此

　
　
理
也
。
　
（
朱
子
語
類
、
巻
一
七
、
大
学
四
、
或
問
上
）

（
1
5
）
　
日
、
然
則
所
謂
格
物
致
知
専
守
与
論
之
所
謂
博
物
治
聞
馬
齢
以
異
。
日
、
此
以
反
身
窮
理
為
主
、
而
天
工
其
本
末
是
非
晶
群
摯
。
彼
以
拘
外
誇
多
為

　
　
務
、
而
不
藪
其
表
裏
真
妄
之
実
然
。
必
究
叢
薄
、
是
以
黒
蓋
博
学
心
脇
明
。
不
穏
其
実
、
■
是
以
識
愈
多
性
心
愈
窒
。
此
正
為
己
、
為
人
之
所
以
分
。
不

　
　
可
不
察
也
。
　
（
大
学
或
問
）

［
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